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３
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＝
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1616

1616

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
安
全
に
渡
ろ
う

　



2

News & Information

ようこそ九戸村へ
　この春、異動で本村に着任された方々を紹介します。
記事中の数字は、❶前任地❷出身地❸年齢❹趣味❺抱負
となっています。

【
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
】

❶
二
戸
警
察
署
一
戸
駐
在
所
❷

盛
岡
市
❸
34
歳
❹
手
芸
、
三
味

線
❺
安
心
安
全
を
つ
く
る
た
め

に
助
言
を
し
、
自
分
が
去
っ
た

後
、
こ
ん
な
警
察
官
が
こ
ん
な

こ
と
を
話
し
て
い
た
と
思
い
出

し
て
も
ら
え
る
仕
事
を
し
た
い
。伊藤　聖

せいこ
子巡査長

　

基
礎
編
で
は
、
電
話
対
応
な

ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
効
率

的
な
仕
事
の
進
め
方
な
ど
、
就

職
し
た
ら
必
要
に
な
る
知
識
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
セ
ミ
ナ
ー
は
１
回
完
結
型

な
の
で
、
自
身
の
伸
ば
し
た
い

力
や
、
強
み･

弱
み
を
絞
り
込

ん
で
の
受
講
も
で
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

【
伊
保
内
高
等
学
校
長
】

❶
岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校
❷
盛

岡
市
❸
57
歳
❹
ス
キ
ー
❺
伊
保

内
高
校
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
多

く
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

土佐野　淳
あつし
校長

【
戸
田
小
学
校
長
】

❶
奥
州
市
立
木き

細ざ
い

工く

小
学
校
❷

神
奈
川
県
大や

和ま
と

市
❸
56
歳
❹
野

球
指
導
❺
自
然
体
験
活
動
を
通

し
て
郷
土
に
自
信
を
持
ち
、
こ

こ
に
い
た
い
、
帰
っ
て
き
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

が
育
つ
よ
う
な
学
校
に
し
た
い
。

髙橋　良
よし
一
かず
校長

　

障
が
い
者
相
談
員
は
、
村
が

委
嘱
し
た
民
間
の
相
談
員
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家

族
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
付
け
、
問
題
解
決
の
た
め

の
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
相
談
員
は
、
下
記

の
皆
さ
ん
で
す
。
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

■
身
体
障
が
い
者
相
談
員

　
◦
滝
本
た
け
（
戸
田
上
）

☎
43-

２
８
４
９

　
◦
平
中
昭
夫
（
荒
谷
）

☎
42-

３
４
３
７

　
◦
池
田
武
雄
（
丸
木
橋
）

☎
42-

３
７
８
３

■
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　
◦
柾
本
啓
子
（
伊
保
内
下
）

☎
42-

２
４
３
７

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

障
が
い
者
相
談
員
を
紹
介

■
対
象
者　

二
戸
地
域
で
仕
事

　
　
　
　
　

 

を
探
し
て
い
る
人

　
　
　
　
　

 （
学
生
不
可
）

■
定
員　
20
人

■
日
付　
５
月
21
日
（
月
）「
ビ

　
　
　
　

 

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

　
　
　
　

 

５
月
28
日
（
月
）「
仕

　
　
　
　

 

事
の
進
め
方
」

■
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
4

　
　
　
　

 

時

　
　
　
　

■
会
場　

二
戸
地
域
職
業
訓
練

　
　
　
　

 

セ
ン
タ
ー　

■
費
用　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

二
戸
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
（
☎
０
１
９
５-

26-

８
０
６

　
１
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

www.ninohe-koyou.net/so

　

uzou

　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

求
職
者
セ
ミ
ナ
ー　
基
礎
編
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○総＝総務企画課、○税＝税務会計課、○住＝住民生活課、
○農＝農林建設課、　○議＝議会事務局、○教＝教育委員会事務局

　

行
政
連
絡
員
は
、
各
行
政
区

と
村
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
す
。

村
か
ら
の
文
書
や
チ
ラ
シ
の
配

布
、
各
種
調
査
な
ど
の
取
り
ま

と
め
が
主
な
仕
事
で
す
。

　

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
地
域
行
事
や
行

政
区
の
支
援
を
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
活
用
法
】

▽
地
域
行
事
へ
の
協
力

▽
自
治
会
総
会
資
料
作

成
な
ど
の
補
助

▽
地
域
か
ら
行
政
に
対

し
要
望
事
項
な
ど
、
担

当
機
関
へ
の
取
り
次
ぎ

平成30年度

行政連絡員と
地域サポーター

行 政 区 行政連絡員 地域サポーター（所属課等）
瀬 月 内 夏井　謙一 中村　　学○総 桂川祐太郎○教
宇 堂 口 山本　繁藏 大久保勝彦○住 山本　拓洋○農
泥 の 木 篠山　信一 髙倉　孝一○教 篠山　　剛○総
平　 内 本地　善也 杉村　幸久○農 高倉　拓真○住
妻 の 神 中澤　憲一 柳平　善行○総 碓氷あかね○住
戸 田 上 觸澤　正身 中奥　達也○住 舘　　伸幸○住
戸 田 下 橋本　敏夫 晴山美佐子○教 関端　祐介○税
戸田舘の下 馬場　　茂 觸澤　英之○総 下澤奈々花○税
山　 根 舘　　孝一 上村　浩之○農 田澤　直樹○住
荒　 谷 下村　　栄 関口　猛彦○農 向井　祐貴○税
二 ツ 家 岩本　幸広 上村　勝己○教 佐賀　友洋○総
鹿　 島 国久二三男 吉川清一郎○総 横井　俊祐○農
伊保内上 柴田純一郎 松浦　拓志○住 蒲田　諒介○教
伊保内下 中奥　和男 大向　一司○議 小野寺さゆり○住
川　 向 屋形場正藏 川原　憲彦○教 下村　　明○税
南　 田 下村　秀雄 坂野上克彦○住 岩渕　信毅○総
小　 倉 関畑　正博 下高山朋徳○農 櫻庭　和輝○住
長興寺上 坂本　一幸 中村　智子○教 久保　太毅○住
長興寺下 高島　幸治 玉川　光彦○税 下川原美保子○総
大　 向 工藤　栄一 和田沙耶香○税 大谷　鈴音○農
五 枚 橋 山谷　直樹 細川　　忍○農 小野寺　隆○農
荒　 田 荒田　繁樹 岩崎　一弘○税 久保　　和○住
雪　 屋 古舘　孝博 小野寺　正○農 山本　猛輝○農
田　 代 野辺地俊勝 野辺地利之○議 前川　和也○総
柿 の 木 上柿　克行 岩崎　浩美○農 南　　公太○税
江刺家上 清水　辰男 斉藤　　諒○総 上宿　智史○税
江刺家下 上屋敷善四郎 古舘　英一○総 河村　侑乃○住
道　 地 大石　英雄 野辺地龍一○農 横井　信香○住
丸 木 橋 池 田 一 男 佐藤　康輔○農 八重樫秀昭○農
山　 屋 南　　信男 浅水　　渉○農 細川　　猛○農
細　 屋 細川　勝美 大崎　篤史○農 笹山　　永○農

新採用
職員を
紹介します

平成30年度

◎住民生活課
高倉　拓

たくま
真

「九戸村職員の一員とし
て、仕事をスムーズに進
められるように努力した
いと思います」

（19歳・泥の木）

◎住民生活課
久保　和

のどか

「皆さまにはいつも力添え
たまわりありがとうござ
います。これからも鋭意
努力していきたいです」

（30歳・花巻市）

（カッコ内は年齢・出身地）

◎教育委員会
蒲
がまた
田　諒介

「これから多くのことを
学び、少しでも早く九戸
村のために貢献できるよ
う頑張ります」

（28歳・久慈市）
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県
消
防
表
彰
式
が
３
月
23
日
、

盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
九
戸
村
消
防
団
が

県
知
事
か
ら
無
火
災
表
彰
を
初

め
て
受
賞
し
、
川
畑
勝
美
団
長

が
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

村
消
防
団
が
受
賞
し
た
賞
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
。
○

内
の
数
字
は
分
団
名
、
●
内
の

数
字
は
協
力
隊
名
、
○本
は
団
本

部
）

■
岩
手
県
知
事
表
彰

▽
無
火
災
表
彰

九
戸
村
消
防
団

▽
功
績
章

久
保　
和
明
⑪　
藤
館　
卓
弘
①

山
本　
隆
也
⑨

■
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰

九
戸
村
消
防
団

■
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰

▽
功
労
賞

川
畑　
勝
美
○本

▽
永
年
勤
続
功
労
章

野
田　
克
夫
②

■
総
務
大
臣
感
謝
状

▽
消
防
団
員
が
相
当
数
増
加
し
た

消
防
団

九
戸
村
消
防
団

■
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

▽
無
火
災
竿
頭
綬

九
戸
村
消
防
団

▽
功
労
章

山
口　
則
雄
○本

▽
功
績
章

林　
　
正
一
④　
岩
澤　
敏
弘
①

藤
館　
卓
弘
①

▽
婦
人
消
防
協
力
隊
お
よ
び
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
員
表
彰

林
則
子
❹

■
県
消
防
協
会
会
長
感
謝
状

▽
特
別
会
員

九
戸
村
婦
人
消
防
協
力
隊

多数の受賞を喜ぶ村消防団

▽
内
助
功
労
賞

久
保　
直
美　
　
小
笠
原
リ
ツ
子

■
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
受
章

者▽
功
績
章

田
澤　
信
夫
○本　
中
野　
　
亮
○本

▽
勤
続
章

河
村　
敏
弘
○本　
山
本　
茂
則
⑦

小
笠
原
賢
次
郎
○本

初の無火災表彰受賞

受
け
ま
し
ょ
う

　
乳
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
検
診
を
受
け
て
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
の
予
防
、
早
期
発
見
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■
検
診
料

１
０
０
０
円
～
２
０
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

■
対
象
者

①
乳
が
ん
検
診　

30
歳
以
上 

《
検
査
内
容
》

エ
コ
ー
検
査
、
Ｘ
線
撮
影

②
子
宮
頸
が
ん
検
診   

20
歳
以
上

《
検
査
内
容
》

視
診
・
経
膣
超
音
波
な
ど

※
検
診
料
、
検
査
内
容
は
年
齢

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
齢

は
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
の

年
齢
で
す
。
昨
年
受
診
し
た
人

は
、
検
診
対
象
外
で
す
。

【
乳
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
日
程
】

《
受
付
時
間
》

　

午
前

○
乳
が
ん
検
診

30
～
49
歳
…
午
前
９
時
～

50
歳
以
上
…
午
前
９
時
30
分
～

○
子
宮
頸
が
ん
検
診

午
前
９
時
30
分
～

※
い
ず
れ
も
10
時
30
分
ま
で

　

午
後

両
検
診
と
も
午
後
１
時
～
午
後

２
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
１
２
3
）　

月  日  会　場 受付  対　象　地　区
５月 23 日

（水）
村老人福祉セン
ター

午前 瀬月内、宇堂口、泥の木、戸田上、戸田舘の下
午後 平内、妻の神、戸田下、山根

５月 24 日
（木）

江刺家ふるさと
センター 午前 田代、柿の木、江刺家上・下、道地、丸木橋、山屋、

細屋

保健センター 午後 長興寺上・下、大向、五枚橋、荒田、雪屋
５月 27 日

（日） 保健センター
午前 二ツ家、鹿島、伊保内下、小倉
午後 荒谷、伊保内上、川向、南田、休日希望者
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行財政改革
平成29年度の取り組み状況

　平成29年度は、公共施設の電気料金や使用量は増加し
たものの、村税徴収率の向上の努力により150万円の実績
が得られました。
　また、財政効果以外にも次のような取り組みが挙げられ
ます。

引き続き21項目の改善に取り組む
　平成30年度においては、財政効果の目標額を800万円と
し、庁内経費節減等推進実行計画の推進をはじめとする経
費節減に取り組みながら、引き続き21の改善項目を掲げ
て住民サービスの向上と効率的行政運営の両立を目指して
いきます。

平成30年度の主な改善項目

庁内経費節減等推進実行計画による経費節減の徹底

協働の村づくりの推進

望ましい教育環境の在り方検討委員会による答申

定員管理適正化計画に基づく職員定員管理

人事評価制度の導入

税の公平な徴収確保

平成29年度

定期監査結果
１　監査対象

　総務企画課、税務会計課、住民生活課、
農林建設課、農業委員会事務局、議会事務
局、選挙管理委員会事務局、教育委員会事
務局

２　監査期間　平成 30 年２月７日～９日

３　監査の範囲および方法　
　今回の監査は、全会計および基金を対象
とする事務・事業を対象とし、平成 29 年
４月１日から 12 月 28 日までに執行され
た財務などに関する事務について、監査対
象機関から提出された監査資料および監査
対象の簿冊などの内容を審査し、下記の各
項目について、事務の執行が法令などの定
めに従って適正に行われているか、また、
財務に関する事務の執行および経営に係る
事業の管理が法令などの定めに従って適正
に行われているかどうかについて、関係書
類を調査するとともに、担当職員から説明
を求めるなどの方法により実施した。

４　指定資料　
①予算執行状況（歳入・歳出）②未収金調
書（滞納繰越分） ③契約事項調書（物品・
備品）④工事執行状況 ⑤主な事業状況 ⑥調
定処理簿 ⑦収納簿（滞納整理簿含む） ⑧不納
欠損処理簿 ⑨債権残高調書（基金運用状況
含む）⑩備品管理台帳 ⑪財産管理台帳 ⑫出
勤簿 ⑬休暇処理簿 ⑭時間外整理簿 ⑮その
他

５　監査の結果　
　全会計における予算の執行状況および主
要な事業の執行状況ならびに補助金などの
執行状況については、所期の成果を挙げる
べく効果的な事務処理に努めていると認め
られた。また、上記の監査対象の事務など
については、法令などの定めに従って適正
に処理されているものと認められた。

（※会計別執行状況および基金運用状況は、
役場前掲示板に掲示しています。）

5 広報くのへ●2018（Ｈ30）５月

平成29年度の主な改善項目

男女共同参画の推進

行政と住民・企業・ＮＰＯなどとの協働

職員研修の充実、対外的な研修への積極的派遣

望ましい教育環境の在り方に関する説明会の実施

税の公平な徴収確保
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m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい
皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線167）へお寄せください。

大会前まで手塩をかけた
酪農家のみなさん

村 B&Wショウに 20頭
真心こめた牛に託して
　村のB＆Wショウが、４月14日に旧戸田中学校裏で開催
されました。村酪農改良同志会が主催したこのイベントは、
今年で42回目。雲の中に太陽が垣間見える中、丹精を込めて
育てられた牛が20頭出品されました。この大会は、これから
の乳牛の改良を後押しするものです。審査員として一戸町で
酪農業を営む西舘友紀さんが招かれ、出品された牛たちを真
剣なまなざしで審査していました。審査の結果、グランドチャ
ンピオンに輝いたのは、未経産の部では田澤太朋さんの出品
牛、経産の部では欠端信雄さんの出品牛でした。

４月14日はクリーン九戸行動日
力を合わせきれいな村へ
　４月14日、クリーン九戸行動日と題してごみ拾いなど清掃
活動が行われました。環境美化を目的としたこの取り組みは、
村内の広い地域で行われ、多くの参加者が集まりました。は
じめに村役場の駐車場で開会式が行われました。その後は３
つのグループに分かれ、自らの手でごみの無いきれいな村に
なるように一致団結し、ごみ拾いに精を出していました。参
加者たちは、道路脇に落ちているたばこの吸殻や空き缶など
拾い集めたごみの多さに、ごみをポイ捨てする人が後を絶た
ないことを実感していました。

九戸中学校に49人入学
胸躍る　中学校生活
　４月５日、九戸中学校の入学式が行われました。前日は雪
も降りましたが、当日は新入生を祝福するような穏やかな天
候に恵まれました。胸躍るような中学校生活への希望をいだ
いた新入生たちは、堂々とした入場をし、先生からの呼名に
はハキハキとした声で返事をしていました。吉田竜二郎校長
は、「できなかったことをできるようにする挑戦、できると思っ
ていたことをさらに高みへと引き上げる挑戦をすることを大
切にしてほしい」と歓迎の言葉として挑戦することの大切さ
を述べ、新入生を歓迎していました。空き缶やビニール袋など拾う子どもたち

開会のあいさつを述べる
下川原龍則会長

緊張しながらも堂々とした入場をする新入生

輝いたマッキントッシュ・ゲイリジ・ジュブラリーと小笠原昭さん
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黄色い羽根を付けてもらう児童たち

村内小学校で黄色い羽根配布
羽根に願う交通事故ゼロ
　４月10日、村内５つの小学校で、黄色い羽根を配布する運
動が行われました。午前７時30分、各小学校の校門におい
て次々と登校する児童に、黄色い羽根が配布されました。交
通事故を減らそうと、村交通安全母の会連合会の会員などが、
児童一人一人へ黄色い羽根の付いたワッペンを服やかばんに
付けていきました。ワッペンの裏には交通安全への願いが込
められた標語が書かれていて、児童はどのような標語が書か
れているのか友達同士で確かめ合っていました。黄色い羽根
が配布された４月10日は交通事故死ゼロを目指す日でした。

セーフティーサポートデリバリーに２団体
安心安全な村づくりに期待
　村社会福祉協議会と社会福祉法人九戸福祉会がセーフ
ティーサポートデリバリーに委託され、３月20日に村
役場で委嘱状が交付されました。二戸警察署の中屋敷修
二署長から２団体へ委嘱状が伝達。この取り組みでは高
齢者からの相談事や犯罪被害の予兆などを警察に提供す
ることで、警察や行政の素早い対応につながることが期
待されます。

セーフティーサポートデリバリーに２団体を委嘱

出品された牛たちを
審査する西舘友紀さん（右）

くのへパークゴルフ場がオープン
目指せホールインワン
　くのへパークゴルフ場が4月8日オー
プンしました。8日のオープンに合わせ、
オープニングセレモニーが開催されまし
た。時折雪がちらつき冷たい風が吹く中
でしたが、村内外から120人以上が参加。
五枚橋久夫村長と村議会の上村昇議長の
始球式が行われ、拍手が起きていました。
待ちに待ったオープンに参加者は、ホー
ルインワンを目指したり、正確なショッ
トを打てるように思案したりとパークゴ
ルフを満喫しているようでした。他県か
ら遊びに来ている人も見受けられ、恵ま
れたこの施設の知名度を垣間見ることが
できました。

10カ月以上15カ月未満の部で１位に

カップに狙いを定める参加者
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村
消
防
団
第
11
分
団

の
積
載
車
の
配
置
式
が

３
月
20
日
、
村
公
民
館

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
11
分
団
の
団
員
な
ど

12
人
が
参
加
し
、
五
枚

橋
久
夫
村
長
か
ら
川
畑

勝
美
団
長
へ
配
置
証
が

贈
ら
れ
、
久
保
和
明
分

団
長
へ
配
置
証
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

五
枚
橋
村
長
は
「
効

果
的
に
消
火
活
動
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
祈
願

し
、
被
害
を
軽
減
で
き

◉６月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集！！希望
する人は５月10日（木）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎42-2111内線167）まで持参ください。

大﨑 昊
そ

空
ら

くん

５月２日生まれ／長男／長興寺上

（父）勝正さん（母）恵理さん

「健康で優しい子に育ってね！」
父・母より

１歳のお誕生日おめでとう☆

第11分団に積載車配置
川
畑
団
長
か
ら
配
置
証
を

受
け
取
る
久
保
和
明
分
団
長

　

村
交
通
指
導
員
辞
令
交
付
式

が
４
月
２
日
、
役
場
第
２
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
人
の

交
通
指
導
員
一
人
一
人
に
辞
令

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
五
枚

橋
久
夫
村
長
か
ら
は
、「
村
の
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
継
続
さ
れ
、

事
故
の
な
い
村
に
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
」
と
の
激
励
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
５
人
は
、

村
の
交
通
安
全
へ
さ
ら
な
る
希

望
を
胸
に
辞
令
書
を
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
さ
ら
な
る
向
上
へ

辞
令
書
を
渡
さ
れ
た

交
通
指
導
員
の
み
な
さ
ん

　

平
成
29
年
度
冬
季
村
体
育
協

会
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
５
人
１
団
体

が
選
ば
れ
、
３
月
22
日
に
村
公

民
館
で
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
児
童
へ
の
贈
呈
は
各
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
皆
さ
ん
と
主
な
功
績
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
学
校
・

学
年
は
受
賞
時
）

《
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
》

▽
浅
水
洸ひ
ろ

佳か

（
日
本
女
子
体
育

大
４
年
）
＝
第
70
回
県
民
体
育

大
会
ス
キ
ー
競
技
会
・
成
年
女

子
Ａ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
優
勝

▽
浅
水
愛ま
な
か佳
（
平
舘
高
３
年
）

＝
第
67
回
全
国
高
等
学
校
ス

キ
ー
大
会
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
出

場▽
下
川
原
涼り
ょ
う
た太
（
平
舘
高
２
年
）

＝
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
男
子

ス
ラ
ロ
ー
ム
優
勝

▽
山
下
希き

ふ
う風
（
戸
田
小
６
年
）

＝
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
競
技
会
ス
ラ
ロ
ー
ム
・

ス
ー
パ
ー
大
回
転
出
場

▽
山
谷
琉り
ゅ
う
と斗
（
長
興
寺
小
６
年
）

＝
同

▽
戸
田
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
＝
第
15
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
出
場

村
体
協
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
 

５
人
１
団
体
に
表
彰
状

表
彰
さ
れ
た
戸
田
ジ
ュ
ニ
ア

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す｣

と
述

べ
ま
し
た
。
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久
し
振
り
妻
大
好
き
な  

買

ほ
っ
け

う

高
島
ふ
み
女

開
拓
地
今
は
捨
て
畑
峡か

い

お
ぼ
ろ

花
見
酒
世
慣
れ
の
一
歩
新
社
員

寄
り
添
い
て
仔
猫
尾
を
立
て
甘
い
声

患
い
て
待
合
室
の
日
永
し

ひ
こ
ば
え
や
膝
に
重
た
き
玄
孫
抱だ

く

は
ら
か
ら
と
久
し
く
逢
え
し
四
月
の
忌冬

部　

雪
女

俳
句
の
道
迷
ひ
ま
よ
い
て
道
朧

心
ま
で
染
め
て
花
見
の
人
と
な
る

子
猫
愛
で
俳
句
と
共
に
庵い

お

に
棲
む

沈
黙
の
連
山
一
気
に
笑
ひ
け
り

挨あ
い
さ
つ拶

の
大
き
く
返
る
木
の
芽
道

山
道
を
閉
ざ
す
看
板
春
遅
々
に
と

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

ひ
と
り
ゐ
る
炬こ

た

つ燵
に
人
を
恋
ふ
て
を
り

こ
と
わ
り
の
口
実
風
邪
の
せ
ゐ
に
し
て

凍
て
星
の
ひ
と
つ
流
れ
て
通
夜
の
道

寄
り
易
く
散
ら
か
り
易
き
春
炬
燵

母
を
詠
み
給
ふ
句
碑
成
る
春
立
つ
日

田
村　

畦
畔

嬉
々
と
し
て
湖
畔
に
集
う
花
見
客

月
朧

お
ぼ
ろ

番
所
に
急
ぐ
や
夜
警
番

こ
の
子
等
に
未
来
を
託
し
て
新
入
生

子
守
り
に
も
疲
れ
る
齢

よ
わ
い

つ
く
し
ん
ぼ

入
学
日
留
守
を
預
か
る
爺
と
婆

朧
月
浮
か
ぶ
浮
き
世
の
塒

ね
ぐ
ら

か
な

片
庵い

お

や
独
り
閑し

ず

か
に
花
見
酒

か
た
が
こ
の
咲
い
て
古
代
の
熊
野
館

一
望
の
役
場
辺
り
や
楤た

ら
芽
山

首
塚
の
林
幽

か
そ
け

し
木
の
芽
雨

草
青
む
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
人
ち
ら
ほ
ら

恬て
ん

淡た
ん

と
咲
い
て
愚ぐ

う

居き
ょ

の
桜
か
な

【
三
月
席
題
詠
よ
り
】

老
い
て
尚
雪
融
け
道
を
光
る
杖　
　
　

（
畦　

畔
）

春
の
風
邪
家
族
揃そ

ろ

つ
て
子
の
一
家

群
れ
る
鳥
岸
辺
で
相
談
鳥
帰
る

彼
岸
過
ぎ
身
辺
整
理
に
心
向
く　
　
　

（
ふ
み
女
）

無
理
き
か
ぬ
齢
と
な
り
し
春
な
の
に

命
あ
る
も
の
の
う
ご
め
く
春
の
山　
　

（
青　

村
）

産う
ぶ

土す
な

の
山
河
あ
ま
ね
く
風
光
る

弥や
よ

生え

句
座
限
り
を
尽
く
す
一
句
か
な

む
ら
の
文
芸

第
３
６
０
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル� 

本も

と

川か

わ 

正
し
ょ
う

一い

ち

さ
ん

昭
和
15
年
1
月
1
日
生
・
78
歳
（
泥
の
木
）　

小
学
生
以
前
か
ら
牛
の
手
伝
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培

し
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
老
人
ク
ラ
ブ
で
や
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
旅
行
だ
よ
。

◆
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
は
？　
大
好
き
な

牛
の
た
め
に
、
牛
に
携
わ
る
仕
事
を
し

て
き
た
こ
と
だ
よ
。

◆
目
標
は
？　
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
交

流
を
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

◆
思
い
出
は
？　
子
牛
が
た
く
さ
ん
生

ま
れ
た
と
き
の
喜
び
と
、
約
60
年
間
好

き
な
畜
産
業
が
で
き
た
こ
と
か
な
。

山
や

ま

本
も

と 

健
け

ん

司じ

さ
ん

35
歳
・
山
根

　

12
年
前
に
テ
ー
オ
ー
食
品
㈱
に
就
職
。

奥
さ
ん
と
２
人
の
子
ど
も
、
家
族
４
人
で

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ス
キ
ー
な

ど
体
を
動
か
す
こ
と
で
す
ね
。

◆
幸
せ
に
感
じ
る
こ
と
は
？　
帰
宅
後
に

子
ど
も
た
ち
が
出
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で

す
。

◆
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
有
名
な
場
所
で
サ
ー
フ
ィ
ン

を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？
　
子
ど
も
が
生
ま

れ
る
瞬
間
に
立
ち
会
え
た
こ
と
で
す
ね
。

友達の輪�

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。
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開催月 教室・講座・大会など
６月 ●Ｂ＆Ｇ海洋センターオープン

７月 ●村民体育大会
　（野球・卓球・バレーボール・ゲートボール競技）

８月 ●村小中学校水泳大会
●村学童相撲大会

９月

●村民スポ・レク大会　（ソフトボール・グラウンド
　ゴルフ・ビーチボール・パークゴルフ・村民登山）
●九戸政實杯ゲートボール親善交流大会
●九戸政實杯グラウンド・ゴルフ大会
●村民体育大会（駅伝競技）
●村長杯空手道選手権大会

10 月 ●村家庭婦人バレーボール大会
●村長杯パークゴルフ大会

11 月 ●ちびっこ綱引き大会（小学生対象）
●村民体育大会（綱引き競技）

12 月 ●村ビーチボール大会
１月 ●村長杯ゲートボール大会

２月 ●村小中学校スキー大会
●村スキー選手権大会

年間 ●学校施設開放事業　　●スポーツ教室

開催月 教室・講座・大会など

５月

●生涯学習アカデミー開講（２月まで随時開催）
●女性教室開講（２月まで随時開催）
●書道教室開講（２月まで月１回）
●料理教室開講（１月まで全８回）
●着付け教室開講（９月まで全８回）
●パッチワーク教室開講（10月まで全６回 )
●九曜塾開講（小学生対象・２月まで全10回）

６月 ●小学生ボールルームダンス教室開講（10月まで全10回）
●陶芸教室開講（９月まで昼夜各６回）

８月 ●村成人式　　　●戸のまち交流キャンプ

９月 ●村民読書感想文コンクール作品募集開始（11月まで）
●ステンドグラス教室開講（10月まで全３回）

10 月 ●村産業・芸術文化まつり

11月 ●整理収納教室開講（12月まで全３回）
●村産業・芸術文化まつり（発表部門）

12月 ●ジュニアリーダー研修会

１月

●新春書き初め大会　●村婦人の集い
●地域子ども読書会　●村づくり推進の集い
●舞踊教室開講　　　●戸のまちスキー交流会
●手作り伝承塾開講　（２月まで随時開催）

２月 ●村教育振興運動集約集会

年間
●家庭教育学級　　　●九戸の歴史を学ぶ
●地区公民館講座　　●講師派遣事業
●やまびこ読み聞かせ会（年６回偶数月）

≪生涯学習関係≫ ≪生涯スポーツ関係≫

生涯学習・生涯スポーツ事業予定
　村教育委員会などが主催する、各種講座・スポーツ大会などを次の通り予定しています。趣味、特技を生かしたり、
興味を持ったことに挑戦してみませんか？（開催日は現時点での予定です）

　上記の表以外にもいろいろな教室を企画していますの
で、生涯学習・保健ガイドなどで情報を提供していきま
す。知識や技術に触れることは生活を充実させ、スポー
ツは心身を健やかに保ち、仲間づくりの機会にもなりま
す。今年は、新しいことにチャレンジしてみませんか？
■申し込み・問い合わせ
　教育委員会生涯学習班（☎42-2111内線304・305）

料理教室でそば作りを体験移動研修で小岩井農場へ

創作活動にて絵手紙に挑戦
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学 校中戸九

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のお薦め図書

　「普通になんか生きら
れない、金がないと」。
　光岡めぐみは、３人の
恋人を器用に転がし貢が
せ、贅沢な生活を送って
いたが、ここ一週間、監
禁や薬品混入事件など何
者かに次々と狙われてい
る。私を狙うのは誰!?

悪女の品格
辻堂　ゆめ　著／東京創元社

ふたご
藤崎　彩織　著／文藝春秋

報道しない自由
西村　幸祐　著／イースト・プレス

　国民はフェイクニュ
ースには目が行きがち
だが、「都合の悪い事実」
の「カット」には目がい
かない。カットされた部
分に潜むニュースの真実
を、実例を挙げて検証す
る。

　塾の帰り、ぼくはスマ
ホをどこかに落としたら
しい。ポケットの中も、
カバンの中も、何度探し
ても見つからない。そこ
にきつねが来て一緒に学
校に行こうと言う。いつ
の間にかぼくはきつねに
なっていた。

きつねのがっこう
いもと　ようこ　作／講談社

が
、
生
徒
会
の
一
員
と
し
て
、

一
日
も
早
く
中
学
校
生
活
に
慣

れ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。　　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　

４
月
９
日
九
戸
中

学
校
で
は
、
生
徒
会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
会
の
仕
組

み
や
委
員
会
活
動
、

生
活
の
決
ま
り
な
ど

も
確
認
し
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
は
、
新
入

生
が
生
徒
会
活
動
に

早
く
慣
れ
る
よ
う
に

各
活
動
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

一
番
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、

部
活
動
体
験
で
し
た
。
新
入
生

を
交
え
た
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
対
決
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
体
験
な
ど
、
各

部
の
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

新入生との交流活動

ま
た
、
先
輩
た
ち
が
親
切
に
教

え
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
緊
張
し
て
い
る
様

子
が
感
じ
ら
れ
る
１
年
生
で
す

　

４
月
６
日
入
学
式
が
伊
保
内

高
校
で
行
わ
れ
、
新
入
生
31
人

が
入
学
し
ま
し
た
。
４
月
９
日

か
ら
１
泊
２
日
で
、
県
北
青
少

年
の
家
で
新
入
生
合
宿
を
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
新

１
学
年
担
任　

教
諭　

欠
畑　

冴
子

　
新
年
度
ス
タ
ー
トし

い
仲
間
と
の
親
交
を
深
め
ま

し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
１
学
級
で
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
生
徒
数
も
職

員
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
全
員
が

自
分
の
役
割
を
果
た
す
責
任
感

を
持
ち
、
チ
ー
ム
伊
高
と
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
１
年
生

に
も
、
一
日
も
早
く
高
校
と
い

う
環
境
に
慣
れ
、活
躍
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
伊
保
内
高
校
の
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　双子のようだと思ってい
る。彼は私のことをそんな
風に言うけど、私は全然思
ったことはない。　
　彼は、私の人生の破壊者
であり創造者だった。大切
な人を大切にすることがこ
んなにも苦しいなんて…。
第158回直木賞候補作。

野球部の部活動紹介

　双子のようだと思ってい

風に言うけど、私は全然思

　彼は、私の人生の破壊者

んなにも苦しいなんて…。
第158回直木賞候補作。

宿泊研修の様子



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
３

国
保
だ
よ
り

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２
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が
ん
と
聞
く
と
若
い
人
に
は
関
係
が

な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
子
宮
が

ん
の
一
つ
で
あ
る
「
子
宮
頸け
い

が
ん
」
は

若
い
年
齢
層
に
多
い
が
ん
で
す
。
通
常
、

が
ん
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
率
が
増

加
し
ま
す
。
し
か
し
子
宮
頸
が
ん
の
発

症
率
は
20
歳
代
か
ら
増
え
始
め
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
な
ど
女
性
に
と
っ
て
も
家

族
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な
時
期
に
多

く
発
症
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
の
が
ん
に
は
、
子
宮
奥
の
子
宮

体
部
に
で
き
る
「
子
宮
体
が
ん
」
と
、

子
宮
入
り
口
の
頸
部
に
で
き
る
「
子
宮

若
い
女
性
に
急
増
し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん

頸
が
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
子
宮
体
が
ん

は
40
歳
代
以
降
、
閉
経
前
後
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
が
、
最
近
は
30
歳
代
で
の
発

症
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
子
宮
頸

が
ん
は
、
20
～
30
歳
代
に
急
増
し
て
い

ま
す
。

　

子
宮
体
が
ん
も
子
宮
頸
が
ん
も
、
初

期
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
進
行
す
る
と
不
正
出
血
や
お
り
も

の
の
異
常
、
下
腹
部
痛
な
ど
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
子
宮
体
が
ん
に
は
「
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
」

と
い
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
関
わ
っ
て
お

り
、
初
潮
が
早
い
人
や
閉
経
の
遅
い
人
、

出
産
経
験
の
な
い
人
な
ど
は
発
症
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
子
宮
頸
が
ん
の
主
な
原
因

は
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス(

Ｈ

Ｐ
Ｖ)

」
で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
で
感

染
す
る
た
め
、
性
体
験
の
あ
る
女
性
約

80
％
が
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
全
て
の
人
が
が
ん
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
し
て
も
多
く
の

場
合
は
免
疫
機
能
が
働
き
排
除
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
Ｈ
Ｐ
Ｖ

が
排
除
さ
れ
ず
長
期

に
感
染
し
、
数
年
を

経
て
子
宮
頸
が
ん
を

発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重

要
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
が
ん

に
な
る
前
の
病
変
や
初
期
の
が
ん
を
高

精
度
に
発
見
で
き
、
早
期
で
あ
れ
ば
小

規
模
の
手
術
で
済
み
ほ
ぼ
治
癒
し
ま
す
。

し
か
し
当
村
の
子
宮
頸
が
ん
受
診
率
は

約
25
％
と
低
い
現
状
で
す
。
20
歳
を
過

ぎ
た
ら
２
年
に
一
度
は
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
受
け
、
自
分
の
体
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
保
健
師　
横
井　
信
香
）

　

　

村
で
は
、
医
療
費
助
成
を
左
表
の
通

り
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
受
給
者
証
の
交
付
が
あ
る
人

対　
象　
者

就
学
前
の
乳
幼
児

妊
娠
５
カ
月
の
初
日
か
ら
出
産

の
翌
月
末
日
ま
で
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２

　
級
の
人

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の

　
人

③
障
害
者
基
礎
年
金
１
級
の
人

④
療
育
手
帳
Ａ
の
人

①
配
偶
者
の
な
い
人
で
、
18
歳

　

未
満
の
子
ど
も
を
扶
養
す
る

　

人
お
よ
び
、
そ
の
扶
養
を
受

　
け
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も

②
父
母
の
い
な
い
18
歳
未
満
の

　
子
ど
も

※
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
は
、

　

18
歳
に
達
す
る
年
度
の
３
月

　
末
日
ま
で
の
人

68
、69
、73
、74
歳
の
人
の
う
ち
、

窓
口
負
担
が
２
割
で
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
人
（
村
外
医
療
機
関
の

外
来
分
は
対
象
外
）

⃝

転
出
や
死
亡
な
ど
で
資
格
を
失
っ
た

と
き
に
は
、
役
場
に
受
給
者
証
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
受
給
者
証
の
交
付
が
な
い
人

対　
象　
者

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
児
童
・
生
徒

15
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

４
月
１
日
か
ら
、
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
人

寡
婦
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
の

初
日
か
ら
、
70
歳
に
達
す
る
月
の

末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
（
村
外

医
療
機
関
の
外
来
分
は
対
象
外
）

一人親家庭 区分乳幼児妊産婦重度心身障害者（児）老人（村単）

区分小中学生高校生など寡　婦

村
の
医
療
費
助
成
制
度
を
紹
介
し
ま
す

⃝

領
収
書
を
添
付
し
住
民
生
活
課
で
申

請
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
相
当
額
が

補
助
さ
れ
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
に
も
食
事
療
養
標
準

負
担
額
、
保
険
対
象
外
の
医
療
費
に
対

し
て
給
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
留

意
く
だ
さ
い
。（

国
保
担
当　
田
澤　
直
樹
）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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建
物
火
災
の
出
火
原
因
で
毎
年
上
位

を
占
め
る
の
は
、
コ
ン
ロ
に
起
因
す
る

も
の
が
多
く
、
特
に
天
ぷ
ら
油
に
よ
る

も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

〈
天
ぷ
ら
油
火
災
の
防
止
に
つ
い
て
〉

⃝

加
熱
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

⃝

コ
ン
ロ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

〈
天
ぷ
ら
油
火
災
の
消
火
に
つ
い
て
〉

村内の火災・救急（３月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 2 件 2 件 ＋２件
救 急 25 件 79 件 ＋ 10 件

天
ぷ
ら
油
に
注
意
！

村内の交通事故（３月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 １件 １件 －１件
物損事故 10 件 28 件 ＋８件
負 傷 者 ２人 ２人 ± 0 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 －１人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 1269日
（３月31日現在）

　

ま
た
、
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も

あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

け
な
い
人
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、

面
談
を
行
い
、
早
期
に
納
め
て
も
ら
う

よ
う
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
や
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
時

に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
３
４
０
円
で
す
。
き
ち
ん
と
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら

れ
る
納
付
書
を
使
用
し
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

国
民
年
金
を
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

⃝

コ
ン
ロ
の
火
を
止

め
、
鍋
を
覆
う
ふ
た
を

し
て
空
気
を
遮
断
し
、

消
火
す
る
。

　

悪
質
業
者
は
、
あ
の
手
こ
の
手
で
あ

な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

悪
質
業
者
に
よ
る
次
の
よ
う
な
被
害
や

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
っ
た
と
き
、
次
の
よ
う
な

電
話
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず

す
ぐ
に
警
察
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
利
殖
勧
誘
商
法

　

未
公
開
株
、
社
債
、
事
業
へ
の
投
資

な
ど
の
取
引
に
関
し
て
、

⃝

今
買
え
ば
必
ず
儲
か
り
ま
す

⃝

〇
〇
社
の
株
や
社
債
を
代
理
で
購
入

し
て
ほ
し
い

な
ど
と
ウ
ソ
を
つ
い
て
、
偽
物
の
株
や

社
債
を
購
入
さ
せ
た
り
、
架
空
の
事
業

へ
の
投
資
を
持
ち
か
け
て
お
金
を
だ
ま

し
取
り
ま
す
。

■
点
検
商
法

　

物
干
し
竿
や
消
火
器
の
点
検
の
ふ
り

を
し
て
不
意
に
訪
問
し
、

⃝

物
干
し
台
が
さ
び
て
い
る
、
今
な
ら

安
く
交
換
で
き
ま
す
よ

⃝
消
火
器
の
使
用
期
限
が
切
れ
て
い
る
、

こ
の
ま
ま
で
は
法
律
に
違
反
す
る

な
ど
と
ウ
ソ
を
つ
い
て
、
高
額
な
商
品

を
売
り
つ
け
た
り
、
勝
手
に
消
火
器
を

交
換
し
ま
す
。

悪
質
業
者
は
う・

そ・

つ・

き・

■
送
り
付
け
商
法

　

高
額
な
健
康
食
品
や
海
産
物
な
ど
、

注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
代
金
引
換
郵

便
な
ど
で
勝
手
に
送
り
付
け
、

⃝

あ
な
た
の
家
族
か
ら
確
か
に
注
文
を

受
け
て
い
る

⃝

キ
ャ
ン
セ
ル
や
引
き
取
り
は
で
き
な

いな
ど
と
ウ
ソ
を
つ
い
て
、
高
額
な
代
金

を
一
方
的
に
請
求
し
ま
す
。

「
悪
質
業
者
は
う・

そ・

つ・

き・

」

う
・
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

そ
・
そ
う
だ
ん
す
る

つ
・
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
。
す
ぐ

に
契
約
し
な
い

き
・
き
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
断
る
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ５月７日㊊ ５月８日㊋ ５月14日㊊
空 き 缶 ５月21日㊊ ５月22日㊋ ５月28日㊊
粗 大 ご み ５月15日㊋ ５月29日㊋
紙・プラ類 ５月10日㊍ ５月16日㊌ ５月24日㊍

ごみ収集日 ５月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
５ ３ 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 ５ ３ 森川歯科医院 23-6361
４ 小野寺クリニック 46-2822 ４ 岩渕歯科医院 32-2238
５ おりそ内科循環器クリニック 22-2251 ５ 國香歯科医院 23-2764
６ 浄法寺診療所 38-2021 ６ 宮沢歯科医院 46-2953
13 松井内科医院 33-2201 13 ますだ歯科クリニック 26-8282
20 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 20 菅原歯科医院 27-3301
27 川村医院 23-3252 27 曽根歯科医院 27-3108

  暮らしの相談窓口出張
相談会のお知らせ

　二戸市社会福祉協議会では暮ら
しの相談窓口を開設しています。
　生活上の悩みや困り事（就職が
決まらない、家賃が払えない、家
計がうまくいかないなど）を抱え
ている人の相談を受け、各関係機
関と連携しながら支援していく窓
口です。
　秘密は厳守しますので、一人で
悩まずに気軽に相談ください。
■日時　５月25日（金）
　　　　午前10時～正午
■場所　村総合福祉センター
■費用　無料
■問い合わせ　二戸市社会福祉協
議会「くらしの相談窓口」　（☎43-
3588）

     山に入るときは
　クマに注意！　
　これから山菜採りなどで山に入
る機会が多くなります。クマも冬
眠から覚めて活動を始めます。山
に入るときは次のことに注意しま
しょう。
■クマに遭わない工夫
○クマの活動が活発な朝夕や霧が
出ているときは避ける。
○単独ではなく、２人以上で行動
する。
○鈴やラジオで音を出しながら行
動する。
○音が消される強風時や沢沿いは
特に注意する。
■もしクマに遭遇したら
○走って逃げない。背中を見せな
い。大声を出さない。
○帽子や上着など持ち物を静かに
置き注意をそらす。
○クマとの間に木や岩などを挟む
ようにする。
■問い合わせ　農林建設課生産振
興班　（☎42-2111内線253）

  多重債務の悩み
ご相談ください

　東北財務局盛岡財務事務所では、
借金を抱え悩んでいる人の相談に
無料で応じています。
■相談専用電話　019-622-1637
■受付　月～金曜日（祝日除く）
　午前８時30分～午後４時30分
■場所　盛岡合同庁舎４階
　東北財務局盛岡財務事務所
■問い合わせ　東北財務局盛岡
財務事務所理財課（☎019-625-
3353）

  HIV 検査及び
骨髄ドナー登録

　ＨＩＶ検査、性器クラミジア検
査、肝炎ウイルス検査、梅毒検査
及び骨髄ドナー登録を行います。
■日時　５月17日（木）～３月
14日（木）　原則第３木曜日
※３月14日のみ第２木曜日
▷各種検査
　午後１時30分～午後２時30分
▷骨髄ドナー登録
　午後２時30分～午後３時30分
■場所　
　二戸保健所（二戸地区合同庁舎）
■対象　検査を受けたい人・相談
のある人、骨髄提供希望者など
■費用　無料
■問い合わせ　二戸保健所保健課
（☎0195-23-9206）
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人のうごき
（平成30 年4日 1日現在）

●人　口　　５，８７８　人  （－２４）

　　男　　　 ２，８２９　人  　（－８）

　　女　　　 ３，０４９　人  （－１６）

●世帯数　　２，１６０世帯　　（－５）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １２　人  　（１９人）

　 転　 出　　 　３０　人 　 （５１人）

　 出　 生　　 　　０　人  　　（７人）

　 死　 亡　　　 　６　人  　（２４人）
（カッコ内は１月からの累計）

  愛犬のしつけ教室
参加しませんか

　愛犬のしつけの仕方を学ぶ教室
を開催します。
■日時　６月10日（日）
　　　　午前10時30分～正午
■費用　1,000 円
■場所　馬淵川公園駐車場
■申し込み・問い合わせ　グリー
ン動物病院（☎ 0195-23-8257）

  県民の森で
森林環境学習

　県民の森では、森林環境学習の
一環として、木工教室や野鳥観察
会などを開催します。
≪木工教室　花台≫
■日時　５月19日（土）
　　　　午前９時～午後３時30分
■費用　3,000円
　　　　（着色料別途1,000円）
■定員　10人
■場所　県民の森
　　　　木材工芸センター
■持ち物　昼食、ゴム手袋（着色
　　　　　 する場合）、飲み物など
≪野鳥観察会≫
■日時　５月20日（日）
　　　　午前８時～午前10時
■費用　500円
■定員　20人
■場所　県民の森
　　　　森林ふれあい学習館
■持ち物　双眼鏡（レンタルあり）
≪知って得するチェーンソー講習
会【初心者コース】≫
■日時　５月26日（土）・27日（日）
　　　　午前９時30分～午後３時
■費用　1,500円（各日）
■定員　15人（各日）
■場所　県民の森
　　　　森林ふれあい学習館
■持ち物　軍手、昼食、飲み物な
ど
※動きやすい服装で参加してくだ
さい。行事の参加は要予約です。
いずれも定員は先着順です。定員
になり次第締め切りになります。
■申し込み・問い合わせ
　森林ふれあい学習館フォレスト
ⅰ（☎ 0195-78-2092）　

  一人親家庭
無料法律相談会

　一人親家庭を対象に弁護士によ
る相談を行います。
■日時　６月19日（火）
　　　　午前10時～午後３時
■場所　二戸地区合同庁舎　二戸
保健福祉環境センター　相談室
■対象　一人親家庭、寡婦の人
■費用　無料
■申し込み・問い合わせ
　二戸保健福祉環境センター（☎
0195-23-9202）

お詫びと訂正
　広報くのへ４月号19㌻の戸籍
だよりの記事に誤りがありました。
大崎葵彩さんの読み方はき・さ・さん
でした。お詫びして訂正します。

編集後記
◆皆さま初めまして。４月から広報
に携わることになりました、前川和
也と申します。私の出身は久慈市
で、趣味はドライブと歌うこと。
◆村の地名や行事など右も左も分か
らない状態ですが、旬な話題を提供
できる広報紙を目指していけるよう
日々精進していきます。これからよ
ろしくお願いいたします。(前川)　
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九
戸
中
学
校
と
村
内
５
つ
の
小

学
校
で
は
、
４
月
12
日
か
ら
26
日

に
か
け
て
村
交
通
安
全
教
室
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
各
小
学
校
の
交

通
安
全
教
室
で
は
、
実
際
の
道
路

を
模
し
た
コ
ー
ス
で
、
信
号
機
の

あ
る
交
差
点
で
の
渡
り
方
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
低
学
年
の

児
童
た
ち
は
実
際
の
道
路
で
横
断

歩
道
を
渡
る
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

16
日
、
山
根
小
学
校
で
は
全
校

児
童
14
人
が
こ
の
教
室
に
参
加
。

低
学
年
の
児
童
た
ち
は
実
際
の
道

路
で
横
断
歩
道
を
渡
る
前
に
、
教

室
で
ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。
ク
イ

ズ
で
交
通
ル
ー
ル
を
学
べ
る
も
の

で
、
正
解
を
考
え
な
が
ら
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
３
～
６

年
生
の
児
童
は
、自
転
車
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
や
実
際
に
乗
っ
て
い
る

自
転
車
で
学
校
前
の
道
路
に
設
置

し
た
信
号
機
を
使
い
、
ど
の
よ
う

小･

中
学
校
で
交
通
安
全
教
室

16

ビデオで出題されたクイズでは、参加児童が元気よく手を挙げていました

16

交通安全カードを受け取りました右見て左見てまた右を見て、物陰から何も来ないかな

16

に
渡
れ
ば
安
全
か
を
確
か
め
な
が

ら
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
九
戸
駐
在

所
の
森
岩
春
雄
所
長
は
、
児
童
た

ち
の
学
ぶ
姿
勢
に
は
な
ま
る
合
格

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
長
興
寺
小
学
校
で
は
19

日
に
交
通
安
全
教
室
を
実
施
。
低

学
年
の
児
童
は
、
実
際
の
道
路
で

の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
大
型
ト

ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
中
で
し
た
が
、

警
察
官
の
注
意
を
よ
く
聞
き
、
安

全
に
横
断
歩
道
を
渡
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
水
上
聖
斗
君
（
５
年
）

は
、「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ

か
ら
自
転
車
に
乗
る
と
き
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
、

交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
の
児
童
た
ち
は
、
九

戸
駐
在
所
の
警
察
官
や
村
交
通
指

導
員
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
学
ぼ
う

交
通
安
全


